
筆
者
は
日
本
中
世
史
を
専
門
と
し
て
お
り
、
古
代
史
の
専
門
的
な
教
育
を
受
け
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
古
代
史
論
文
を
書
く
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
あ
と
に
述
べ
る
よ
う
に
、
偶
然
の
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
書
は
、
学
術
研
究
書
の
よ
う
に
本
格
的
な
意
図
の
下
に
研
究
・
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
興
味
関
心
か
ら
自
論
を
展

開
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
専
門
研
究
書
の
「
序
論
」
の
よ
う
な
、
研
究
史
の
整
理
と
か
自
書
の
位
置
づ
け
な
ど
は
、
当
初
か

ら
意
図
に
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
能
力
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
本
書
の
研
究
史
上
で
の
位
置
づ
け
は
、
評
価
し
て
く
だ
さ
る
読
者

や
研
究
者
の
方
に
委
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。

研
究
書
の
冒
頭
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
各
章
を
執
筆
し
た
個
人
的
契
機
・
経
緯
も
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
、
併
せ
て

意
図
、
内
容
、
各
章
の
関
連
性
を
簡
単
に
紹
介
し
て
「
序
」
に
代
え
た
い
と
思
う
。

本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
一
つ
の
地
域
、
一
つ
の
氏
族
に
焦
点
を
当
て
、
そ
こ
か
ら
広
が
る
問
題
を
考
え
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
点
で
は
各
章
は
密
接
な
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
る
。

出
発
点
と
な
っ
た
一
つ
の
地
域
と
は
「
下
総
国
猿
嶋
郡
」
で
あ
り
、
一
つ
の
氏
族
と
は
八
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
そ
こ
で
活
動

し
た
「
猿
嶋
安
倍
氏
」
な
る
氏
族
で
あ
る
。
こ
の
地
域
と
氏
族
が
、
タ
イ
ト
ル
と
し
た
『
平
将
門
の
乱
と
蝦
夷
戦
争
』
に
深
く
関
わ
っ
て

　
　

序
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て 
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く
る
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
鎮
守
副
将
軍
安
倍
猿
嶋
臣
墨
縄
の
故
地
を
め
ぐ
っ
て
」（
初
出
一
九
九
七
年
）
は
、
桓
武
朝
第
一
次
蝦
夷
戦
争
に
登
場
す
る

「
鎮
守
副
将
軍
安
倍
猿
嶋
臣
墨
縄
」（『
続
日
本
紀
』）
と
、
こ
の
人
物
の
故
地
と
推
定
さ
れ
る
水
海
（
茨
城
県
古
河
市
水
海
）
を
検
討
し
た
も

の
で
あ
る
。
研
究
の
き
っ
か
け
は
、
当
時
の
猿
島
郡
総
和
町
（
現
古
河
市
）
の
自
治
体
史
編
纂
に
参
加
し
た
お
り
、
原
始
・
古
代
・
中
世

部
会
に
は
古
代
史
の
専
門
家
が
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、
筆
者
が
中
世
分
野
と
と
も
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
本
章
は
そ
の

過
程
で
考
え
た
こ
と
を
委
員
会
の
雑
誌
『
そ
う
わ
町
史
研
究
』
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、
研
究
課
題
と
な
っ
た
一
つ
が
『
続
日
本
紀
』
に
見
え
る
こ
の
人
物
の
問
題
で
あ
っ
た
。「
安
倍
猿
嶋
臣
墨
縄
」
は
、
旧
姓
を

「
日
下
部
」
と
い
い
、「
猿
嶋
臣
」
と
あ
る
よ
う
に
猿
嶋
郡
に
本
貫
を
有
し
た
人
物
で
あ
る
。
当
時
の
光
仁
朝
中
央
政
府
か
ら
「
安
倍
猿
嶋

臣
」
の
改
賜
姓
を
受
け
、
の
ち
桓
武
朝
期
に
鎮
守
副
将
軍
と
し
て
蝦
夷
戦
争
（
三
十
八
年
戦
争
）、
と
く
に
第
一
次
戦
争
に
お
い
て
蝦
夷
首

長
・
阿
弖
流
為
と
北
上
川
渡
河
戦
で
相
ま
み
え
た
、
東
北
計
略
史
上
で
も
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
人
物
の
出
身
地
は
猿
嶋
郡

の
ど
こ
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
当
時
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
問
題
を
考
え
始
め
た
と
き
、
以
前
の
古
文
書
調

査
で
、
水
海
の
旧
家
の
近
世
絵
図
に
、
近
代
に
「
釈
迦
沼
」
と
呼
ば
れ
た
隣
地
が
「
日
下
部
沼
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

こ
の
水
海
や
周
辺
が
「
日
下
部
氏
」「
安
倍
猿
嶋
臣
墨
縄
」
の
故
地
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。
た
だ
古
代
の
こ
の

地
域
は
そ
れ
ま
で
古
代
葛
飾
郡
域
に
入
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
既
成
概
念
を
外
し
て
考
え
た
の
が
本
章
で
あ
る
。

内
容
は
、
日
下
部
氏
の
本
拠
と
同
様
、
従
来
位
置
の
不
明
で
あ
っ
た
猿
嶋
郡
衙
の
所
在
地
を
、「
コ
オ
リ
ノ
ヤ
マ
」
地
名
と
発
掘
成

果
か
ら
同
じ
古
河
市
水
海
に
比
定
し
、「
安
倍
猿
嶋
臣
」
へ
の
改
賜
姓
に
先
立
つ
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
の
、
猿
嶋
郡
衙
が
焼
け
た

「
猿
嶋
郡
神
火
事
件
」（『
続
日
本
紀
』）
を
日
下
部
氏
に
よ
る
現
任
郡
司
降
ろ
し
の
放
火
事
件
、
そ
し
て
水
海
を
日
下
部
氏
に
よ
っ
て
移
転

さ
れ
た
新
置
郡
衙
、
日
下
部
氏
を
新
た
な
猿
嶋
郡
司
と
考
え
た
。
そ
し
て
「
安
倍
猿
嶋
臣
」
へ
の
改
賜
姓
を
光
仁
朝
政
府
に
よ
る
「
神
火
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問
題
」
責
任
反
故
宣
言
と
見
て
、
そ
の
理
由
を
、
直
後
に
開
始
さ
れ
た
三
十
八
年
戦
争
で
の
、
陸
奥
鎮
守
府
＝
多
賀
城
へ
の
軍
需
物
資
輸

送
を
期
待
さ
れ
た
故
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
関
東
の
二
大
河
川
水
系
の
最
近
接
点
と
い
う
水
海
の
立
地
条
件
（
常
陸
川
水
系

の
最
奥
港
津
）
に
留
意
し
、
旧
利
根
川
水
系
の
古
河
か
ら
水
海
を
中
継
し
た
関
東
一
円
か
ら
の
軍
需
物
資
水
上
輸
送
と
い
う
想
定
を
、
つ

ぎ
の
検
討
課
題
と
し
た
。

「
関
東
の
二
大
河
川
水
系
の
近
接
地
域
」
と
い
う
の
が
本
書
各
章
に
通
底
す
る
地
域
条
件
で
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。「
関
東

の
二
大
河
川
水
系
」
と
は
、
近
世
初
頭
の
利
根
川
東
遷
事
業
以
前
に
、
東
京
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
た
旧
利
根
川
水
系
と
、
霞
ヶ
浦
に
流
れ

込
ん
で
い
た
現
在
の
利
根
川
中
下
流
部
の
常
陸
川
水
系
の
こ
と
を
言
う
。
当
時
中
世
東
国
史
で
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
た
水
上
交
通
論
に

お
い
て
、「
二
つ
の
内
海
」（
武
総
の
内
海
〈
東
京
湾
〉・
常
総
の
内
海
〈
霞
ヶ
浦
・
北
浦
な
ど
〉）
と
と
も
に
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
。

日
下
部
氏
一
族
の
改
賜
姓
の
理
由
を
考
え
て
い
た
当
時
、
二
大
河
川
水
系
を
跨
い
だ
軍
需
物
資
輸
送
と
い
う
想
定
が
頭
に
浮
か
ん
だ
と
き

は
、
興
奮
し
て
同
じ
部
会
の
畏
友
村
上
慈
朗
氏
（
考
古
学
）
の
勤
務
先
ま
で
電
話
し
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
す
。

第
二
章
「
征
夷
事
業
に
お
け
る
軍
需
物
資
の
輸
送
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
九
八
年
）
は
、
第
一
章
で
の
課
題
を
検
討
し
よ
う
と
し
て
、

関
東
全
域
を
対
象
に
し
て
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
勤
務
先
が
、
そ
れ
ま
で
の
県
立
高
校
か
ら
茨
城
県
立
歴
史
館
の
方
へ

と
異
動
に
な
り
、
そ
こ
で
の
館
報
に
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
志
田
諄
一
氏
ら
に
よ
っ
て
陸
奥
へ
の
軍
需
物
資
（
軍
粮
・
武
器
・
武
具
な
ど
）
の
水
上
輸
送
論
が
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
常

陸
国
な
ど
の
沿
岸
国
か
ら
の
研
究
に
止
ま
っ
て
い
た
［
志
田
一
九
九
一
］。
そ
れ
に
対
し
、
関
東
内
陸
部
の
二
大
河
川
水
系
を
跨
ぐ
輸
送
と

い
う
視
点
で
猿
嶋
郡
司
安
倍
氏
（
以
下
、「
猿
嶋
安
倍
氏
」
と
略
す
）
の
右
の
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
二
大
河
川
・
内
海
交
通
の
基
礎
構
造
を
考
古
資
料
か
ら
想
定
し
、
そ
こ
で
の
猿
嶋
郡
の
交
通
的
位
置
の
検
討
を
第
一
と
し
た
。
考

古
資
料
と
し
て
は
軍
需
物
資
輸
送
に
時
期
的
・
階
層
的
に
最
も
近
い
後
期
〜
終
末
期
古
墳
石
材
を
取
り
上
げ
、
そ
の
分
析
の
結
果
、
猿
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